
事務事業数

11

【１ Ｐｌａｎ】

<成果指標の達成状況>　⇒３つ以外の指標は、補助指標調書に記載
増加 ％ Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 最終目標(R7) 達成率 指標判定

目標値 65 65 65 65
実績値 59 - 58 -

Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 最終目標 達成率 指標判定
目標値
実績値

Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 最終目標 達成率 指標判定
目標値
実績値

設定理由

本道の成人の週1回以上のスポー
ツ実施率

89.2%

予算額
（千円）

948,541 842,174 628,761Ｒ３ Ｒ１Ｒ２

指標名①

令和３年度　基本評価調書①

C

第２期北海道スポーツ推進計画に基づき、地域スポーツ活動の推進を図るため指標を設定

分析（主な取組と成果）

直近のH30年度実績値では、58%と９割近い達成率であり、地域のスポーツ活動推進のための事業や市町村、民間
との連携による取組の効果が現れているものと認識。

指標名②

指標名③

設定理由

現状と
課題

・道民が心身ともに健康で充実した生活を営むためには、生涯にわたり誰もが、それぞれの体力や年
齢、性別、障がいの有無、技術、興味、目的に応じて、スポーツに親しむことができるスポーツ環境
の充実が求められていることから、子どもから高齢者まで様々な人々が参加でき、地域住民が主体的
に運営できる組織づくりを進める必要がある。

施策名 地域スポーツ活動の推進と環境の充実
施策

コード
03161

SDGs

知事公約

政策体系
(中項目)

世界に飛躍するスポーツ王国北海道の実現
政策体系
コード

C0069 C0070 C0071 総合戦略
A4511 A4512
A4521 A4522

国土強靱化 B1113

やや遅れている

３（５）A

総合判定

分析（主な取組と成果）

設定理由

分析（主な取組と成果）

施策目標
・総合型地域スポーツクラブの育成などを通じて、ライフステージに応じた地域スポーツ活動を推進
する。
・道立スポーツ施設の管理などを通じて、道民自ら進んで参画するスポーツ環境の充実を図る。

主な取組

・総合型地域スポーツクラブの普及に向けた総合型地域スポーツクラブマネジメント講習会の実施、
指導者などの専門家の派遣
・道立スポーツ施設（道立総合体育センター、北見体育センター）の管理・運営
・小中学生向けスポーツ体験教室の実施

施策の
イメージ

所管部局
環境

生活部
所管課 スポーツ振興課

施策の推進



【２ Ｄｏ＆Ｃｈｅｃｋ】
前々年度 前年度 評価年度 評価年度目標値 指標判定

59 - 58 65 C

対応方針番号

<二次政策評価>

【３ Ａｃｔｉｏｎ】

緊急性
優先性

専門的な指導者の派遣や情報交換会を開催し、総合型地域スポーツクラブの
設立・活動を促進するなどにより、スポーツをする環境の充実を図ってい
る。

緊急性
優先性
判定

地域スポーツ活動の推進と環
境の充実

連携
状況

官民連携室と連携した働きかけにより、包括連携協定締結企業から道が実施
するスポーツ教室への講師派遣等の内諾を得ている。

連携判定 ○

目標
(指標)の
達成状況

直近(H30)の実績値は９割近い達成率であり、地域スポーツ推進事業等の効果
が現れていると考えるが、引き続き、目標達成に向けた取組の実施が必要

指標総合
判定

成果指標

指標名
本道の成人の週1回以上のスポーツ実施率

03161令和３年度　基本評価調書② 施策名 施策コード

①

②

③

生涯にわたって誰もがスポーツに親しめるよう、スポーツ体験教室の開催を充実させ、
スポーツに触れる機会を創出し、地域スポーツへの参加機運の醸成を図る。

○

C

地域スポーツ活動の推進のため、道民自ら進んで参画するスポーツ環境の充実は重要であり、取組
の一層の推進を検討すること。

総合型地域スポーツクラブの設置を促進し、スポーツに親しむ場の充実を図るとともに、スポーツ
体験教室の事業効果を高めるため、プロスポーツチーム等との連携についても検討する。

総合判定
の根拠

新型コロナウイルス感染症の感染拡大などの影響により、スポーツをする環
境が少なくなっている。

総合判定
(一次評価)

やや遅れ
ている

R3年度
二次政策

評価

翌年度に
向けた

対応方針

二次政策
評価への

対応

スポーツ関係団体と連携し、総合型地域スポーツクラブの創設に向けた指導助言等を行い、誰もが
スポーツに親しむことができる環境の充実を図る。

Ｒ４
施策の
方向性

対応状況
(R3.3時点)

前年度
二次評価

意見

内容


